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い
う
フ
レ
ー
ズ
は
レ
ト
リ
ッ
ク
と

認
識
さ
れ
る
が
、
こ
れ
を
詭
弁
と

捉
え
る
か
名
言
と
す
る
か
は
意
見

の
分
か
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
一

方
、
第
45
・
47
代
大
統
領
で
あ
る

ト
ラ
ン
プ
の
迷
言
は
そ
の
ほ
と
ん

ど
が
詭
弁
で
あ
ろ
う
▼
レ
ト
リ
ッ

ク
と
は
、
情
報
を
発
信
す
る
側
が

受
信
側
を
説
得
さ
せ
る
た
め
の
手

法
を
指
す
。
最
近
の
日
本
の
政
治

家
か
ら
は
名
言
が
聞
か
れ
な
い

が
、
選
択
的
夫
婦
別
姓
に
対
す
る

賛
成
、
反
対
の
議
論
で
交
わ
さ
れ

た
レ
ト
リ
ッ
ク
は
興
味
深
い
。
苫

米
地
伸
東
京
学
芸
大
教
授
の
レ
ト

リ
ッ
ク
分
析
に
よ
る
と
、
賛
成
派

は
議
論
の
構
造
で
あ
る
前
提
、
論

拠
、
結
論
を
す
べ
て
備
え
て
い
る

が
、
反
対
派
の
議
論
は
賛
成
派
へ

の
反
論
が
主
で
、
夫
婦
同
姓
を
積

極
的
に
説
得
す
る
主
張
が
少
な
く

夫
婦
は
同
姓
で
あ
る
べ
き
だ
と
い

う
必
然
性
が
見
い
だ
せ
な
か
っ
た

と
い
う
▼
法
務
省
に
よ
る
と
、
夫

婦
同
姓
を
義
務
付
け
て
い
る
国
は

把
握
す
る
限
り
日
本
だ
け
だ
と
い

う
。
２
０
２
４
年
に
国
連
の
女
性

差
別
撤
廃
委
員
会
が
日
本
政
府
に

選
択
的
夫
婦
別
姓
制
度
の
導
入
を

勧
告
し
た
こ
と
は
記
憶
に
新
し

い
。
婚
姻
届
を
出
す
夫
婦
の
95
％

が
夫
の
姓
を
選
択
す
る
と
い
う
状

況
は
、
世
界
標
準
か
ら
み
る
と
異

常
に
見
え
る
の
だ
ろ
う
。
別
姓
を

義
務
付
け
て
は
い
な
い
の
で
反
対

す
る
人
た
ち
は
同
姓
の
ま
ま
で
問

題
な
く
過
ご
す
こ
と
が
で
き
、
別

姓
を
望
む
人
た
ち
も
法
的
に
保
護

さ
れ
る
。
選
択
的
夫
婦
別
姓
は
両

者
ウ
ィ
ン
ウ
ィ
ン
に
な
る
制
度
な

の
だ
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
か
た

く
な
に
反
対
す
る
真
の
理
由
は
他

に
あ
ろ
う
。
家
族
の
絆
な
ど
と
い

う
詭
弁
は
も
う
通
用
し
な
い
（
九
）

　

第
35
代
米
大
統
領

Ｊ
・
Ｆ
・
ケ
ネ
デ
ィ

の
「
国
が
あ
な
た
の

た
め
に
何
が
で
き
る

か
で
は
な
く
〜
」
と

２０２５年(令和７年)４月２５日(毎月３回５・15・25日発行) 第２１００号（１）
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春の共済制度募集　好評受付中春の共済制度募集　好評受付中!!!!

新規開業医新規開業医
研究会研究会

今 　 号 　の　記　事今 　 号 　の　記　事
主張「県立病院の赤字　
国民の生命を守るため国の予算を使うべき」

〈未入会宣伝号〉

２面

６面研
面
究 第33回日常診療経験交流会演題より「日常診

療における認知機能障害と睡眠障害について」

会員意見実態調査結果④「税務・経営」 ２面

２面に案内２面に案内

い
つ
か
迎
え
る
医
院
の
閉
院
・
継
承
に
向
け
、
具
体
的
な

事
例
も
交
え
な
が
ら
、
考
え
る
べ
き
ポ
イ
ン
ト
や
準
備
が

わ
か
る
と
好
評
の
セ
ミ
ナ
ー　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　休業保障制度　休業保障制度
＋所得補償保険＋所得補償保険 ・・

　保険医年金　保険医年金
＋積立年金DefL＋積立年金DefL・・

　グループ保険　グループ保険
＋新グループ保険＋新グループ保険

医師賠償責任保険　自動車保険・火災保険　介護保険Sasa*L医師賠償責任保険　自動車保険・火災保険　介護保険Sasa*L
 etc…etc…

ぜひ保険医協会にぜひ保険医協会に
ご入会くださいご入会ください

保険請求、審査・指導対策は
 保険医協会にご相談を

保険請求のお問い合わせは保険請求のお問い合わせは

医科： ☎医科： ☎078078－－393393－－1803 1803 
（平日（平日：：1010時～時～1212時時、、1414時～時～1616時）時）

歯科： ☎歯科： ☎078078－－393393－－1809 1809 
（平日（平日：：9時9時30分30分～～1616時時30分30分））

兵庫県保険医協会　第105回評議員会兵庫県保険医協会　第105回評議員会

　政府は社会保障費抑制の一方で、日本の防衛費を５年間で43兆
円にまで増やそうとしています。この防衛費増の理由とされるの
は、「台湾有事」です。実際、「台湾有事」に備えて、自衛隊の南
西諸島へのミサイル配備や基地整備などが進められています。
　本当に「台湾有事」への備えは必要なのでしょうか。日本がと
るべき安全保障・外交政策について、安全保障や日米地位協定の
専門家である前泊博盛先生にお話いただきます。

お申し込み・お問い合わせは、☎078－393－1817まで

資料請求は右のフォームから
お問い合わせは、
☎078－393－1805 共済部まで

日　時 ５月18日（日）13時～　　　会　場　協会５階会議室
特別講演　16時～　「『台湾有事』を起こさせないために」
講　師　沖縄国際大学　教授　前泊　博盛氏

開業準備から　承継開業準備から　承継・・閉院まで閉院まで

　

点
数
算
定
や
個
別
指
導
、
税
務
・
労
務
の
相
談
や
共
済
制
度
、
各

種
研
究
会
の
開
催
な
ど
、
開
業
医
の
生
活
と
経
営
、
診
療
を
支
援
す

る
保
険
医
協
会
は
、
開
業
前
や
開
業
直
後
、
さ
ら
に
は
承
継
・
閉
院

を
検
討
さ
れ
て
い
る
先
生
方
向
け
に
も
サ
ポ
ー
ト
事
業
を
行
っ
て
い

る
。
定
期
的
に
開
催
し
て
い
る
新
規
開
業
医
研
究
会
と
承
継
・
閉
院

セ
ミ
ナ
ー
に
は
毎
回
多
く
の
医
師
・
歯
科
医
師
が
参
加
し
、
好
評
を

得
て
い
る
。

協
会
の
社
保
講
師
陣
・
事
務
局
や

税
務
講
師
団
の
税
理
士
、
社
会
保

険
労
務
士
ら
に
よ
る
解
説
が
行
わ

れ
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
講
義
ご
と
に
た

く
さ
ん
の
質
問
が
出
さ
れ
、
講
師

が
そ
れ
ぞ
れ
、
て
い
ね
い
に
回
答

し
た
。

　

ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
「
現
役
医
師

の
新
規
指
導
の
体
験
談
が
と
て
も

参
考
に
な
っ
た
」「
労
基
法
の
話

が
と
て
も
わ
か
り
や
す
か
っ
た
」

な
ど
の
感
想
が
寄
せ
ら
れ
た
。

　

次
回
の
開
催
は
７
月
13
日
。
類

　

２
月
11
日
に
開
催
し
た
新
規
開

業
医
研
究
会
に
は
、
開
業
前
や
開

業
間
も
な
い
医
師
・
歯
科
医
師
ら

34
人
が
参
加
し
た
。

　

新
規
開
業
医
が
お
さ
え
て
お
き

た
い
知
識
を
一
日
で
学
ぶ
こ
と
を

コ
ン
セ
プ
ト
に
開
催
さ
れ
て
お

り
、「
保
険
診
療
と
保
険
請
求
の

要
点
」
や
「
レ
セ
プ
ト
審
査
の
概

要
」、「
新
規
個
別
指
導
対
策
」、

「
新
規
開
業
に
必
要
な
税
務
の
知

識
」
や
「
開
業
時
の
労
務
」
を
テ

ー
マ
に
、
実
際
に
新
規
指
導
を
受

け
た
医
師
か
ら
の
体
験
報
告
や
、

　

協
会
と
Ｍ
＆
Ｄ
保
険
医
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
（
大
阪
保
険
医
協
組
合
）

共
催
に
よ
る
「
第
三
者
承
継
・
閉

院
セ
ミ
ナ
ー
」
は
３
月
16
日
に
開

催
さ
れ
、
医
師
・
歯
科
医
師
ら
33

人
が
参
加
し
た
。

　

第
一
部
「
承
継
」
で
は
、
エ
ニ

ー
タ
イ
ム
ヘ
ル
ス
ケ
ア
コ
ン
サ
ル

テ
ィ
ン
グ
株
式
会
社
の
牟
田
修
・

細
羽
雄
太
両
氏
が
、
第
二
部
「
閉

院
」
で
は
、
Ｒ
＆
Ｔ
メ
デ
ィ
カ
ル

株
式
会
社
の
杉
谷
孝
史
氏
が
講

演
。
第
三
者
承
継
の
流
れ
や
ポ
イ

ン
ト
、
実
際
の
成
功
例
、
建
物
の

解
体
や
不
動
産
処
分
、
テ
ナ
ン
ト

の
現
状
回
復
の
相
場
な
ど
が
紹
介

さ
れ
た
。
終
了
後
は
そ
れ
ぞ
れ
の

講
師
が
参
加
者
か
ら
の
個
別
相
談

に
応
じ
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
「
後
継
者
が
お

ら
ず
、
患
者
や
ス
タ
ッ
フ
の
こ
と

を
考
え
る
と
承
継
を
進
め
て
い
く

の
が
よ
い
と
思
っ
て
い
る
。
知
ら

な
か
っ
た
こ
と
が
多
く
、
セ
ミ
ナ

ー
は
参
考
に
な
っ
た
」
な
ど
の
感

想
が
寄
せ
ら
れ
た
。

さ
ま
ざ
ま
な

さ
ま
ざ
ま
な
開
業
医
サ
ポ
ー
ト
を
ご
用
意

開
業
医
サ
ポ
ー
ト
を
ご
用
意

保
険
請
求
、新
規
指
導
対
策

労
務
・
税
務
を
一
日
で

医
院
の
終
い
方

具
体
的
に
イ
メ
ー
ジ

承継承継・・閉院閉院
セミナーセミナー

　今号は保険医協会にご入会でない先生方に
もお届けしております。協会の活動、サービ
スを知っていただき、ぜひこの機会に保険医
協会にご入会ください！
　記載の研究会ご参加、サービスご利用等は
ご入会の上、お申し込みください。

　協会は医療機関の保険請求、審査・指導の情報を随時お知
らせ（３～４面）するとともに、電話での相談に応じていま
す。
　また、保険請求事務の講習会（３面）や施設基準に応じた
研究会（４面）などを開催しています。ぜひご利用ください。

入会お申し込み・お問い合
わせは、☎078―393―1817、
または右のフォームよりご連
絡ください。

似
の
企
画
と
し
て
「
勤
務
医
の
た

め
の
開
業
実
現
セ
ミ
ナ
ー
」
も
６

月
21
日
に
予
定
し
て
い
る
（
そ
れ

ぞ
れ
７
・
８
面
に
案
内
）。
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会員意見実態調査【④税務・経営】

医療費抑制・物価高騰
　　医療機関経営を直撃

　

３
月
24
日
付
の

神
戸
新
聞
に
よ
る

と
、
兵
庫
県
立
の

全
10
病
院
が
23
年

度
、
24
年
度
と
連

続
し
て
赤
字
と
な
る
見
通
し
で

あ
る
こ
と
が
、
県
病
院
局
へ
の

取
材
で
分
か
っ
た
そ
う
だ
。

24
年
度
の
赤
字
額
は
は
り
ま

姫
路
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー
で
25

億
円
、
尼
崎
総
合
医
療
セ
ン
タ

ー
23
億
円
な
ど
合
計
１
２
９
億

円
に
も
及
ぶ
と
い
う
。
こ
の
赤

字
の
補
填
の
た
め
に
県
が
計
上

し
た
内
部
留
保
資
金
は
枯
渇
し

て
、
24
年
度
末
に
68
億
円
の
マ

イ
ナ
ス
と
な
り
、
場
合
に
よ
っ

て
は
国
の
許
可
を
得
て
県
の
企

業
債
を
発
行
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
い
う
。

　

民
間
病
院
の
経
営
者
か
ら

は
、
統
廃
合
し
て
新
築
し
た
建

設
費
の
返
済
は
し
か
た
な
い
と

し
て
も
、
固
定
資
産
税
な
ど
免

除
さ
れ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
経
営
努
力
が
足
り
な
い
な

ど
の
厳
し
い
意
見
も
聞
か
れ

る
。

　

で
は
そ
の
経
営
内
容
は
ど
う

な
の
だ
ろ
う
か
。
同
じ
く
神
戸

新
聞
に
よ
る
と
、
病
床
稼
働
率

は
82
・
１
％
で
医
業
収
入
は
２

０
１
８
年
に
比
し
入
院
・
外
来

追
い
付
い
て
い
な
い
と
し
て
、

賃
上
げ
を
奨
励
し
て
き
た
。
ス

ー
パ
ー
で
の
コ
メ
の
価
格
は
１

・
５
倍
か
ら
２
倍
に
な
り
、
生

鮮
食
料
品
で
物
価
の
目
安
と
な

る
卵
の
値
段
も
１
・
７
倍
に
な

っ
た
。
大
手
損
保
会
社
の
初
任

給
は
２
倍
に
な
っ
た
と
い
う
話

も
聞
く
。

　

現
在
の
病
院
運
営
に
お
い

て
、
病
床
稼
働
率
は
最
低
80
％

を
超
え
な
い
と
黒
字
に
な
ら
な

い
。
一
方
、
宿
泊
業
界
で
は
60

％
が
採
算
ラ
イ
ン
だ
。
こ
れ
は

お
か
し
く
な
い
だ
ろ
う
か
。
さ

ら
に
病
院
に
よ
っ
て
は
90
％
の

稼
働
率
を
維
持
し
て
い
る
場
合

も
あ
る
が
、
こ
れ
で
は
救
急
患

者
の
受
け
入
れ
は
で
き
な
い
。

そ
の
こ
と
に
よ
り
、
コ
ロ
ナ
禍

で
受
け
入
れ
先
が
な
い
と
問
題

に
な
っ
た
ば
か
り
で
な
く
、
季

節
に
よ
っ
て
は
救
急
受
け
入
れ

不
可
が
常
態
化
し
て
い
る
。
そ

の
要
因
の
一
つ
が
、
診
療
報
酬

で
管
理
さ
れ
た
病
院
経
営
の
難

し
さ
に
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で

あ
る
。

　

本
来
医
療
は
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ

ッ
ト
の
根
幹
で
あ
り
、
基
本
的

人
権
で
あ
る
健
康
で
安
全
な
生

活
を
維
持
す
る
た
め
、
国
民
か

ら
税
金
を
徴
収
す
る
代
わ
り

に
、
国
が
国
民
に
対
し
て
保
障

す
る
義
務
で
あ
る
。
日
本
に
お

い
て
は
、
国
民
皆
保
険
を
維
持

す
る
た
め
に
、
高
額
な
健
康
保

険
料
を
徴
収
し
て
い
る
。
さ
ら

に
不
足
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
税

金
で
補
填
す
る
こ
と
が
必
要
で

は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

医
療
費
を
論
ず
る
場
合
、
ま

ず
人
件
費
、
材
料
費
、
さ
ら
に

技
術
料
な
ど
の
経
費
を
明
確
に

し
、
そ
の
上
で
経
営
の
成
り
立

つ
医
療
費
を
計
上
す
る
こ
と

で
、
本
来
の
医
療
費
が
求
め
ら

れ
る
。

　

そ
の
議
論
が
な
さ
れ
な
い
中

で
の
医
療
費
総
枠
う
ん
ぬ
ん
の

議
論
は
机
上
の
空
論
と
し
か
言

え
な
い
。
い
つ
起
こ
る
か
も
わ

か
ら
な
い
有
事
に
多
額
の
予
算

を
つ
ぎ
込
む
よ
り
、
今
い
る
国

民
の
生
命
を
守
る
た
め
に
予
算

を
使
う
必
要
が
あ
る
。

と
も
14
〜
19
％
増
加
し
て
い

る
。
し
か
し
な
が
ら
、
昨
今
の

物
価
高
、
賃
上
げ
要
求
の
た

め
、
経
費
支
出
は
36
〜
59
％
増

加
し
た
た
め
、
赤
字
幅
が
拡
大

し
た
と
あ
る
。

　

政
府
は
デ
フ
レ
で
は
経
済
は

回
ら
な
い
た
め
、
イ
ン
フ
レ
、

物
価
上
昇
を
す
す
め
、
賃
金
が

　

医
療
を
支
え
て
い
る
の
は
ヒ

ト
で
あ
り
、
職
員
に
対
し
て
の

給
与
を
上
げ
な
け
れ
ば
職
員
は

と
ど
ま
ら
な
い
。
イ
ン
フ
レ
政

策
下
に
お
い
て
、
医
療
費
を
削

減
な
い
し
は
抑
制
す
る
政
策
を

続
け
て
い
れ
ば
、
病
院
の
経
営

が
成
り
立
た
な
い
の
は
普
通
に

考
え
て
も
わ
か
る
。

県
立
病
院
の
赤
字

国
民
の
生
命
を
守
る
た
め

国
の
予
算
を
使
う
べ
き

会
員
訃
報

ご
冥
福
を
お
祈
り

申
し
上
げ
ま
す

相
馬　
　

猛
先
生

西
宮
市

胃
腸
・
外
・
麻
・
内
・
消
科

12
月
22
日

享
年
90
歳

斉
藤　

公
明
先
生

宝
塚
市

内
科
・
循
環
器
科

３
月
３
日

享
年
72
歳

収
入「
減
っ
た
」４
割

経
費「
増
え
た
」５
割
超

　

２
０
２
３
年
度
分
の
医
業
収
入

（
自
由
診
療
含
む
）
を
２
０
２
２

年
度
と
比
較
す
る
と
、「
増
え

た
」
と
の
回
答
は
20
・
８
％
（
医

科
19
・
１
％
、
歯
科
24
・
４

％
）、
一
方
「
減
っ
た
」
は
44
・

１
％
（
医
科
47
・
４
％
、
歯
科
37

　

協
会
が
昨
年
10
〜
11
月
に
実
施

し
た
２
０
２
４
年
度
会
員
意
見
実

態
調
査
結
果
を
紹
介
す
る
シ
リ
ー

ズ
。
今
号
は
医
療
機
関
の
税
務
・

経
営
に
つ
い
て
紹
介
す
る
。

・
０
％
）
と
前
回
39
・
４
％
よ
り

増
加
し
た
（
図
１
）。

　

同
様
に
医
業
経
費
を
比
較
す
る

と
「
増
え
た
」
が
53
・
８
％
と
、

前
回
の
35
・
０
％
か
ら
20
％
近
く

増
加
し
た
。「
変
わ
ら
な
い
」
は

例
年
45
％
前
後
だ
っ
た
が
今
回
は

25
・
４
％
と
大
幅
に
減
っ
た
（
図

２
）。

　

低
診
療
報
酬
と
合
わ
せ
、
昨
今

の
物
価
高
騰
や
最
低
賃
金
の
引
き

上
げ
が
医
療
機
関
経
営
に
大
き
な

影
響
を
与
え
て
い
る
こ
と
が
明
ら

か
に
な
っ
た
。

　

２
０
２
３
年
度
分
の
確
定
申
告

の
形
態
に
つ
い
て
は
、「
医
療
法

人
」
26
・
５
％
が
最
も
多
く
、

「
青
色
実
額
」
が
24
・
９
％
。

「
青
色
４
段
階
」
15
・
１
％
、

「
一
人
医
療
法
人
」
９
・
５
％
と

続
い
た
。
医
科
で
は
「
一
人
医
療

法
人
」
11
・
２
％
、「
医
療
法

人
」
31
・
１
％
と
な
り
、
医
療
法

人
が
計
42
・
２
％
と
４
割
超
を
占

め
る
一
方
、
歯
科
で
は
「
青
色
実

額
」「
青
色
４
段
階
」
が
計
56
・

３
％
と
な
っ
て
い
る
。

消
費
税「
損
税
」解
消

半
数
が
要
望

　

医
業
税
制
に
対
す
る
改
善
要
求

（
複
数
回
答
）
で
は
、「
医
療
に

求
め
る
「
ゼ
ロ
税
率
」
の
導
入

で
、
患
者
負
担
な
く
「
損
税
」
を

解
消
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。

　

ま
た
、
23
・
０
％
が
「
イ
ン
ボ

イ
ス
制
度
の
実
施
中
止
」
を
求
め

て
い
る
。
消
費
税
免
税
事
業
者
の

医
療
機
関
が
、
医
師
会
な
ど
か
ら

健
診
事
業
を
請
け
負
い
イ
ン
ボ
イ

ス
の
提
出
を
求
め
ら
れ
、
消
費
税

課
税
事
業
者
と
な
る
か
、
委
託
料

を
減
額
さ
れ
る
か
難
し
い
選
択
を

迫
ら
れ
て
い
る
状
況
が
予
想
さ
れ

る
。就

業
規
則
な
ど
整
備
す
す
む

　

作
成
し
て
い
る
規
則
や
規
定
に

つ
い
て
は
、
各
項
目
緩
や
か
だ
が

上
昇
傾
向
に
あ
る
（
図
３
）。

　

就
業
規
則
は
職
員
10
人
以
上
の

事
業
所
に
作
成
が
義
務
付
け
ら
れ

て
お
り
、
医
科
歯
科
と
も
に
職
員

10
人
未
満
の
医
院
が
多
い
中
、
75

・
１
％
が
就
業
規
則
が
あ
る
と
回

答
。
働
く
う
え
で
の
ル
ー
ル
を
整

備
し
、
働
き
や
す
い
環
境
づ
く
り

に
力
を
入
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か

る
。

　

２
０
２
２
年
４
月
よ
り
中
小
企

業
に
も
義
務
付
け
ら
れ
た
「
ハ
ラ

ス
メ
ン
ト
防
止
規
定
」
に
つ
い
て

は
17
・
３
％
と
ま
だ
低
い
。
人
手

不
足
が
深
刻
と
な
る
な
か
職
場
環

境
の
整
備
も
課
題
で
あ
る
。

0

10

20

30

40

50
減った

変わらない

増えた

わからない

無回答18 20 22 今回

（％）

0

10

20

30

40

50

60
減った

変わらない

増えた

わからない

無回答18 20 22 今回

（％）

0
10
20
30
40
50
60
70
80 就業規則

給与規定

慶弔規定

退職金規定

賞与規定

その他規定

規則・規定
ともない

ハラスメント
防止規定

（22調査より新設）

18 20 22 今回

（％）

係
る
消
費
税
問
題
の
解

消
」
と
の
要
望
が
44
・
６

％
と
、
そ
の
他
の
「
事
業

税
非
課
税
措
置
の
存
続
」

（
28
・
９
％
）、「
医
療
法

人
制
度
の
改
善
」（
19
・

７
％
）
を
引
き
離
し
て
最

も
多
か
っ
た
。

　

物
価
が
高
騰
す
る
な
か

消
費
税
負
担
も
増
え
、
消

費
税
の
「
損
税
」
の
解
消

は
深
刻
な
要
望
と
な
っ
て

お
り
、
協
会
や
保
団
連
が

図１　医業収入（自由診療含む）は

図２　医業経費（費用）は

図３　作成している規則や規定

春の共済募集
好評受付中!
春の共済募集
好評受付中!

☎ 078-393-1805お問合わせは共済部まで協会の共済制度でドクターもスタッフも安心

もっと便利な積立制度

☎ 078お問合わせは共済部まで安心

選
ん
で

  

よ
か
っ
た
！

あっちこっちで
保険に入ったから
整理がつかない

協会の共済は
ご加入内容をまとめて管理。
ワンストップサービスを

提供します。※サイバー保険もお問い合わせください！

ドクターに最適を提供します

非営利だから
コスパが秀逸

しっかり増やす貯蓄型保険

天災や水漏れ等による休業損害も安心

協 会の 共済制度
介護保険Sasa*L (ササエル)

保険料が断然安い
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協
会
は
４
月
６
日
に
保
険
請
求

事
務
講
習
会
を
協
会
会
議
室
と
ウ

ェ
ブ
配
信
の
併
用
で
開
催
。
あ
わ

せ
て
１
１
５
人
が
参
加
し
、
保
険

請
求
の
基
本
的
な
ル
ー
ル
や
診
療

報
酬
改
定
後
の
算
定
の
留
意
点
な

ど
を
学
習
し
た
。
協
会
神
戸
支
部

長
の
田
中
孝
明
先
生
が
講
師
を
務

め
た
。

　

田
中
先
生
は
、
協
会
発
行
『
保

険
請
求
の
要
点　

２
０
２
４
年
度

改
定
版
』
を
テ
キ
ス
ト
に
、
医
療

保
険
の
基
礎
知
識
や
療
養
担
当
規

則
の
解
説
、
診
療
報
酬
点
数
、
カ

す
」「
具
体
的
な
事
例
で
の
解
説

が
あ
り
、
理
解
し
や
す
か
っ
た
で

す
」
な
ど
好
評
を
得
た
。

　

同
講
習
会
は
５
月
25
日
、
６
月

29
日
に
も
開
催
す
る
（
下
に
案

内
）
他
、
今
後
も
定
期
的
に
行
う

予
定
。

ル
テ
や
レ
セ
プ
ト
の
記

載
方
法
に
つ
い
て
、
注

意
点
を
交
え
な
が
ら
説

明
。
具
体
的
な
算
定
事

例
に
基
づ
く
点
数
・
窓

口
負
担
集
計
と
レ
セ
プ

ト
作
成
例
に
つ
い
て
も

解
説
し
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
、

「
と
て
も
丁
寧
に
算
定

要
件
が
説
明
さ
れ
、
わ

か
り
や
す
か
っ
た
」

「
今
日
の
資
料
を
振
り

返
り
な
が
ら
、
現
場
で

実
際
に
触
れ
て
習
得
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま

具体的な算定事例や注意点をわかりやすく
参加者に説明　　　　　　　　　　　　　

表　支払基金における再審査状況（2023年度）

件　数 割　合

再審査
保険者

原審通り 8,699,985 77.3％
査定　※減点 2,507,002 22.3％
審査返戻 44,918 0.4％

医療機関
原審通り 142,425 63.4％
査定　※復活 82,204 36.6％

図　保険者と医療機関の再審査請求推移

保険請求事務講習会に118人が参加

保険請求の基礎と
診療報酬算定のポイントを学ぶ

５月・６月にも開催予定

医科保険請求
〈再審査請求の現況（医科）〉

〈個別指導・新規指導の現況（医科）〉

〈ベースアップ評価料の賃金改善計画書
 ・実績報告書の提出〉

指導対策や減点に関するご相談は、☎078－393－1840まで

Ｑ１　2025年３月以前からベース
アップ評価料の算定を開始してい
る場合、「賃金改善計画書」をい
つまでに作成して提出する必要が
あるか。
Ａ１　2025年４月に作成し、同年
６月30日までに近畿厚生局兵庫事
務所にメール等で提出することが
必要です。４月以降に算定を開始
した医療機関では、来年６月末ま
での提出になりますので、今年の
届出は不要です。
Ｑ２　2025年３月以前からベース
アップ評価料の算定を開始してい
る場合、「賃金改善実績報告書」
はいつまでに提出するか。
Ａ２　2025年８月31日までにメー
ル等で提出することとされていま
す。４月以降に算定を開始した医
療機関では、来年８月末までの提
出になりますので、今年の届出は
不要です。
Ｑ３　「賃金改善計画書」や「賃
金改善実績報告書」の様式は何を
使えばよいか。

Ａ３　厚労省または近畿厚生局の
ホームページで公表されている様
式を用います。なお、３月31日に
「賃金改善計画書」及び「賃金改
善実績報告書」の簡略化された様
式が公表されていますので、下記
二次元コードからご確認くださ
い。

厚労省「ベースアップ評価料等に
ついて」

近畿厚生局「ベースアップ評価料
の届出について」

※ 提出期日や方法の詳細はまだ示
されていない部分もありますの
で、明らかになり次第お知らせ
いたします。

日　時　①５月25日（日）10時～15時　※締切５月13日（火）
　　　　②６月29日（日）10時～15時　※締切６月17日（火）
会　場　①②ともに協会５階会議室
プログラム　 保険診療とは／窓口業務／点数の解説／診療報酬請求の実務

／レセプト事例解説
来場定員　70人（Zoom併用）事前申込順
参加費　 来場・Zoom参加いずれも１人につき7,000円（テキスト・資料代

含む）、来場参加者で昼食弁当（お茶付）を希望の方は、別途
1,000円

〈Zoom申し込み〉下記の二次元コード又はURLからお申し込みくださ
い。登録後に確認メールが届きます。

個別指導時は弁護士帯同・録音を
―通知が来たら協会にご相談ください―

〈来場お申し込み〉☎078－393－1840　事務局・杉本までご連絡くださ
い。

保険請求事務講習会保険請求事務講習会（医科・初級）（医科・初級）

◆審査対策－積極的な再審査請求を
　近年、保険者による再審査請求が急増している。支払基金の統計によると、
2014年度には約450万件であった件数は、2023年度には約1,165万件へと３倍近く
に増加している。一方、医療機関による再審査請求は、2014年度には約32万件だ
った件数が、2023年度には約23万件に減少している（図）。

◆再審査請求しても復活しない？
　協会が実施する「会員意見実態調査」では、納得できない減点に対して再審査
請求を「必ずする」「ほとんどする」と答えた会員は３割強に留まる。半数以上
の会員が積極的に再審査請求をしていない。再審査請求をしない理由では、実務
的な手間とともに、「再審査請求しても復活しない」との理由も多い。
　再審査結果について実際の数字を見ると、医療機関からの再審査請求の復活率
は約37％である（表）。再審査請求により診療の正当性を主張することで、約４
割は復活している。

◆納得できない減点には積極的に再審査請求を
　例え復活しなかったとしても、再審査請求を行うことは重要である。
　査定に対して不服であることを示し、診療内容の医学的必要性を示すことは、
以後の減点を防ぐことにもつながる。査定に対して再審査請求しないということ
は、査定の内容を認めることとなり、患者に保険診療として提供できる医療の範
囲を狭めることにもつながる。
　理由が不明な減点や、納得できない減点には積極的に再審査請求を行っていた
だきたい。

　協会が近畿厚生局に開示した資料によると、2023年度には169件の診療所に個
別指導が行われた。内訳は、155件が新規個別指導、14件が個別指導である。
　個別指導の選定理由は、情報提供が３件、再指導が11件、高点数及びその他は
０件である。高点数による指導はコロナ禍により中断されており、2023年には行
われていなかった。2024年からは全国的に再開されており、今後高点数による指
導が実施される可能性はある。
　個別指導の結果を見ると、「概ね妥当」０件、「経過観察」10件（71.4％）、「再
指導」４件（28.6％）である。個別指導では約３割の医療機関が再指導となって
いる。
　一方、新規指導では、「概ね妥当」７件（4.5％）、「経過観察」137件（88.4％）
件、「再指導」11件（7.1％）である。「概ね妥当」と「経過観察」を合わせると
９割以上だが、少数とは言え一定数が「再指導」となっている。

◆日頃から保険診療のルールを把握しカルテの整備を
　個別指導では、実際に行われた医療であっても、カルテ記載の不備により自主
返還を求められることもある。例えば、訪問診療料では開始時間と終了時間及び
場所をカルテに記載することが算定要件とされている。たとえ患者の主訴や所
見、治療などをしっかりと記載していても、時間と場所の記載がないだけで返還
を求められる例もある。
　個別指導対策においては、保険診療のルールの把握に努め、日常的にカルテの
記載を確認し整備しておくことが肝要である。協会発行の書籍や資料などを日常
的にご活用いただき、もし個別指導の通知が届いたら、まずは協会にご相談いた
だきたい。
　また、協会は個別指導の改善を求め、近畿厚生局への要請も行っている。是正
すべき問題点や意見、要望があれば、積極的にお寄せいただきたい。

①https://x.gd/1QyZ5 ②https://x.gd/N2ZES
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感 想 文

人
体
に
悪
影
響
を
も
た
ら
す

Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
に
目
を
向
け
る
べ
き

環
境
・
公
害
対
策
部
学
習
会

　

環
境
・
公
害
対
策
部
は
３
月
30

日
に
Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
（
有
機
フ
ッ
素
化

合
物
）
問
題
に
関
す
る
学
習
会
を

協
会
会
議
室
と
オ
ン
ラ
イ
ン
で
開

催
。
京
都
大
学
名
誉
教
授
の
小
泉

昭
夫
先
生
が
「
Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
と
は
な

に
か
？　

ど
う
向
き
合
う
か
？
」

を
テ
ー
マ
に
講
演
し
、
50
人
（
う

ち
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
31
人
）
が
参
加
し

た
。
松
浦
伸
郎
先
生
の
感
想
を
紹

介
す
る
。

　

Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
と
は
ど
う
い
う
も
の

か
全
く
知
ら
な
か
っ
た
が
、
小
泉

先
生
の
講
演
で
は
Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
は
有

機
フ
ッ
素
化
合
物
の
総
称
で
あ

り
、
１
万
以
上
の
多
種
多
様
な
物

質
が
あ
り
、
半
導
体
や
電
気
自
動

車
に
使
わ
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か

っ
た
。

　

た
だ
、
そ
れ
は
他
の
多
く
の
物

質
と
同
じ
よ
う
に
無
害
な
形
で
環

境
中
に
排
出
さ
れ
る
の
で
は
な

く
、
こ
れ
が
自
然
界
に
排
出
さ
れ

る
と
土
壌
中
や
水
中
で
半
永
久
的

に
と
ど
ま
る
と
い
う
こ
と
で
あ

る
。

　

臨
床
的
な
影
響
は
ま
だ
ま
だ
不

明
の
部
分
が
多
い
が
、
特
に
Ｐ
Ｆ

Ａ
Ｓ
の
一
種
で
あ
る
Ｐ
Ｆ
Ｏ
Ｓ

（
ペ
ル
フ
ル
オ
ロ
オ
ク
タ
ン
ス
ル

ホ
ン
酸
）
と
Ｐ
Ｆ
Ｏ
Ａ
（
ペ
ル
フ

ル
オ
ロ
オ
ク
タ
ン
酸
）
は
環
境
残

深
く
観
察
す
る
必
要
が
あ
り
、
除

染
の
議
論
も
避
け
て
通
れ
な
い
と

思
わ
れ
る
。

 

【
姫
路
市　

松
浦　

伸
郎
】

留
性
や
蓄
積
性
、
発
が

ん
性
、
長
期
毒
性
の
疑

い
な
ど
か
ら
人
体
に
様

々
な
悪
影
響
が
否
定
で

き
ず
国
際
的
に
製
造
等

が
禁
止
さ
れ
て
い
る
。

　

母
親
の
Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
曝

露
と
子
ど
も
の
染
色
体

異
常
と
の
関
連
の
可
能

性
が
示
唆
さ
れ
る
な
ど

子
ど
も
の
健
康
に
影
響

を
与
え
て
い
る
可
能
性

も
否
定
で
き
な
い
。

　

今
後
は
水
俣
病
や
Ｐ

Ｃ
Ｂ
の
よ
う
な
こ
と
に

な
ら
な
い
よ
う
、
注
意

小
泉
先
生
が
Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
に
関
す
る
世
界
の

規
制
状
況
・
健
康
へ
の
影
響
を
説
明　
　

抗議声明

 2025年４月12日

神戸市長　久元喜造　殿

 兵庫県保険医協会

 第1207回理事会

非核「神戸方式」を無視した
非核証明書のない米艦艇の寄港許可に抗議する

　神戸市議会は1975年３月18日、「核兵器積載艦艇の神戸港入港拒否に関する決議」を

全会一致で採択し、入港するすべての外国艦艇に非核証明書の提出を求める非核「神戸

方式」は50年間にわたり実行されてきた。

　しかし2025年３月21日、神戸市は突如、非核証明書の提出のない米掃海艇ウォーリア

の入港を許可した。市は「外務省を通じて核兵器非搭載を確認した」としているが、50

年続けてきた地方自治体としての行政措置を自ら放棄した神戸市長の責任は重大であ

る。

　米国が主張するように掃海艇が核兵器を搭載する機能を有していないならば、非核証

明書を提出すればよいのであり、提出がないまま入港させた市長の判断は市民の代表で

ある議会での決議の冒涜である。

　戦後、神戸港が米軍に約30年占領されるなか、神戸市民は長年のたたかいにより神戸

港を市民の手に取り戻し、非核「神戸方式」を作り上げた。平和な港を希求する非核

「神戸方式」は、国内外の核廃絶運動を励まし、核兵器禁止条約にもその理念が反映さ

れている。その非核「神戸方式」を形骸化させることは、国是である非核三原則をも脅

かし、公然と核兵器が日本に持ち込まれる道を開きかねないものである。

　命と健康を守る医師・歯科医師の団体として、非核証明書のない米艦艇の寄港許可に

対し強く抗議するともに、今後も非核「神戸方式」を厳守することを求める。

　協会は４月12日、第1207回理事会にて、神戸市長に対する、非核「神戸方式」を無視
した非核証明書のない米艦艇の寄港許可に抗議する下記の声明を採択し、関係機関に送
付した。

歯科保険請求
157

Ｑ１　24年３月31日時点で「外来環
１」や「か強診」を届出済みの医療機
関は、「外安全１」「外感染１」「口管
強」をこの１年経過措置として算定で
きていたが、25年６月以降も算定する
場合、５月31日までに施設基準の再届
出が必要なのか。
Ａ１　その通りです。要件を満たした
上で再届出してください。
　「歯科外来診療医療安全対策加算
（外安全１）」と「歯科外来診療感染
対策加算（外感染１・２）」の様式は
共通ですが、１枚にまとめて書かずに
施設基準が別ですので、それぞれ別紙
に必要事項を記載して別添の表紙を付
けてください。
〈ポイント〉
①「外安全１」：様式の４番は「偶発
症に対する緊急時の対応、医療事故対
策等の医療安全対策」について常勤歯
科医師の研修が必要ですが、講習名の
欄に「外来環」届出時の受理番号の記
載でも可能です。８番、歯科ヒヤリハ
ット事例収集等事業への参加登録の申
請をWEBで行い仮登録のままで「参
加登録申請書」の郵送がまだの先生は
郵送して本登録する必要がありますの
でご注意ください。
②「外感染１」：様式の３番は、歯科
衛生士がいない場合に、院内感染防止
対策研修（院内・院外問わない）を受
けた職員について記載してください。
10番の歯科用吸引装置（口腔外バキュ
ーム）については医院の規模に応じて
可動式も含めて必要台数があれば良い
です。

③「外感染２」：「感染経路別予防策お
よび新型インフルエンザ等感染症等を
含む対策、感染症発生動向」に関する
１年以内の受講歴が必要です。毎年１
回受講が必要で、近畿厚生局への８月
１日定時報告が必要ですのでご注意を
（協会の歯科施設基準研究会をご利用
ください）。また、感染症患者等の受
入体制としてゾーニングや事業継続計
画策定、地域の連携体制なども必要で
すのでこれから届出される方はご確認
ください。
④「口腔管理体制強化加算（口管
強）」：７番の研修受講歴欄は、追加研
修項目『う蝕（エナメル質初期う蝕、
根面う蝕を含む）の重症化予防と継続
管理』『小児の心身の特性』がありま
す。追加部分のみ新たに受講して記載
する場合は、受講歯科医師名欄に歯科
医師名と「か強診届出済み　受理番号
●●番」と記載します。その他、口腔
機能管理の実績など不明な点は協会ま
でお問い合わせください。
Ｑ２　自院のホームページに、施設基
準など院内掲示している内容を25年５
月31日までに掲載が必要なのか。
Ａ２　その通りです。自ら管理するホ
ームページ等がある場合は、届出済み
の施設基準や保険外併用療養費、明細
書の発行状況など書面で院内掲示する
こととされている事項は、原則として
ウェブサイトに掲載が必要であると療
養担当規則で明示されています。施設
基準届出のためにホームページを新た
に作成する必要はありません。業者か
らの巧みな勧誘にはご注意ください。

〈2025年５月31日までにすべきこと〉

お申し込み・お問い合わせは、☎078－393－1809まで

日　時　５月25日（日）14時～17時30分
会　場　県農業会館11階大ホール
講　師　市立伊丹病院歯科口腔外科　科主任部長　太田嘉幸先生

歯科施設基準研究会

「歯初診」「外安全」「外感染」「歯援診」
「歯援病」「口管強」届出対応

会員無料。ご注文は、☎078－393－1807まで

税・医療・介護・生活保護等役立つ制度を解説

　税金・医療・介護・生活保護等、幅広く制度の内容に
ついて解説。協会も加入する兵庫県社会保障推進協議会
が隔年で発行しているものです。（発行：2024年12月）

「くらしと命を守るハンドブック」「くらしと命を守るハンドブック」
2024－2025年版 ご活用ください2024－2025年版 ご活用ください

「保険でより良い歯科医療を求める」「保険でより良い歯科医療を求める」
署名にご協力を！署名にご協力を！

　協会歯科部会は、①窓口負担の引き下
げ　②保険適用範囲の拡大　③国の歯科
予算の大幅拡大を求める請願署名に取り
組んでいます。
　すべての国民が、いつでも、どこでも、
お金の心配なく歯科治療を受けられるよ
う、署名へのご協力をお願いいたします。

※まずは先生のご署名を！職員、患者さ
んにも呼びかけてください。
※署名用紙や署名付きポケットティッシ
ュなどグッズのご注文は、☎078－393－
1809まで

▲署名用紙。オンライン
署名は上の二次元コード
から！
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三田市・歯科　　小寺　修

　

「
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
に
切

り
替
え
た
場
合
の
お
薬
代
の
軽
減

に
関
す
る
お
知
ら
せ
」
と
い
う
文

書
が
保
険
者
か
ら
た
び
た
び
送
ら

れ
て
き
ま
し
た
。

　

お
前
が
先
発
品
に
こ
だ
わ
る
か

ら
貴
重
な
医
療
費
が
多
く
費
や
さ

れ
る
の
だ
と
い
う
趣
旨
の
文
章
で

し
た
。
病
院
に
よ
っ
て
は
「
ジ
ェ

ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
し
か
処
方
し
ま

せ
ん
」
と
言
わ
れ
た
り
、
薬
局
で

は
「
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
を
推

奨
し
て
い
ま
す
」
と
い
う
ポ
ス
タ

ー
を
見
た
り
し
ま
す
。
い
ず
れ
も

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
を
処
方
し

た
り
渡
し
た
り
す
る
と
保
険
点
数

が
少
し
つ
く
よ
う
に
な
っ
て
い
る

よ
う
で
、
官
民
挙
げ
て
ジ
ェ
ネ
リ

ッ
ク
医
薬
品
を
推
奨
し
て
い
る
よ

う
で
す
。
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品

（
後
発
品
）
に
比
べ
先
発
品
は
か

な
り
薬
価
が
高
い
の
で
、
そ
の
た

め
の
方
策
の
よ
う
で
す
。

　

い
つ
も
近
所
の
ス
ー
パ
ー
で
、

食
材
を
買
う
ん
で
す
が
、
23
年
11

月
に
は
５
０
０
０
円
だ
っ
た
の

が
、
24
年
11
月
に
は
６
０
０
０
円

に
な
り
、
年
が
明
け
て
す
ぐ
、
25

年
１
月
に
は
７
０
０
０
円
に
、
つ

い
に
こ
の
４
月
に
は
８
０
０
０
円

に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
ほ
ぼ

同
じ
物
を
買
っ
て
い
る
に
も
関
わ

ら
ず
、
あ
っ
と
い
う
間
に
で
す
。

　

多
分
、
皆
さ
ん
も
同
じ
よ
う
に

ひ
し
ひ
し
と
感
じ
ら
れ
て
お
ら
れ

る
と
思
い
ま
す
。

　

実
は
、
皆
さ
ん
誰
も
が
分
か
っ

て
は
い
る
の
で
す
が
、
は
っ
き
り

　

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
い
う

言
葉
が
、
地
球
環
境
保
護
や
Ｓ
Ｄ

Ｇ
ｓ
の
旗
頭
と
し
て
、
一
人
歩
き

を
し
始
め
て
い
る
。

　

４
年
前
に
わ
が
家
を
新
築
し
た

時
に
も
、
屋
根
に
ソ
ー
ラ
ー
を
取

り
付
け
た
が
、
現
在
、
日
本
各
地

で
、
市
場
価
格
が
下
落
し
て
い
る

森
林
を
購
入
ま
た
は
借
用
、
伐
採

し
大
規
模
な
ソ
ー
ラ
ー
パ
ネ
ル
を

設
置
す
る
事
業
が
存
在
し
て
い

る
。
景
観
に
と
っ
て
悪
影
響
を
及

ぼ
す
だ
け
で
な
く
、
炭
酸
ガ
ス
を

吸
収
す
る
森
林
の
伐
採
と
ソ
ー
ラ

ー
設
置
の
セ
ッ
ト
メ
ニ
ュ
ー
は
、

「
本
末
転
倒
」
と
言
う
ば
か
り
で

な
く
、
二
つ
の
重
大
な
問
題
を
抱

え
て
い
る
。

　

一
つ
は
、
ソ
ー
ラ
ー
パ
ネ
ル
を

　

社
会
の
組
織
で
は
、
大
き
な
分

類
と
し
て
執
行
部
、
中
間
管
理
、

現
場
の
３
種
類
の
人
間
が
存
在
す

る
。
目
的
と
そ
れ
に
到
達
す
る
方

法
を
執
行
部
が
考
え
、
中
間
管
理

職
を
介
し
て
現
場
に
伝
え
る
と
い

う
図
式
で
あ
る
。
執
行
部
が
描
い

て
い
た
計
画
と
、
現
場
で
の
状
況

が
異
な
る
こ
と
は
あ
り
え
る
。
ゆ

え
に
現
場
か
ら
執
行
部
へ
の
フ
ィ

ー
ド
バ
ッ
ク
が
必
要
で
あ
る
。
こ

の
こ
と
は
会
社
の
初
期
研
修
で
習

う
こ
と
の
多
い
「
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ

　

昔
、
私
ど
も
の
先
輩
で
、
話
の

と
て
も
面
白
い
方
が
お
ら
れ
た
。

貴
公
子
然
と
し
た
風
貌
で
、
実
話

で
あ
れ
、
作
り
話
で
あ
れ
、
実
に

面
白
く
聞
か
せ
て
も
ら
っ
た
。
た

だ
、
作
り
話
の
と
き
は
、
鼻
が
笑

う
の
で
あ
る
。

　

鼻
が
笑
う
と
い
っ
て
も
小
鼻
が

ぴ
く
ぴ
く
動
き
、
口
元
が
徴
笑
ん

で
い
る
。
そ
う
表
現
し
て
も
、
聞

い
て
い
る
相
手
に
う
ま
く
伝
わ
ら

な
い
。
た
だ
一
人
、
あ
る
ご
夫
人

が
「
わ
か
る
わ
か
る
」「
息
子
が

嘘
を
つ
い
た
時
、
鼻
が
笑
う
の

よ
」
と
言
っ
て
お
ら
れ
た
。

　

そ
の
先
輩
が
あ
る
時
、「
俺
ら

が
学
生
時
代
、
民
謡
を
ド
イ
ツ
語

で
歌
う
の
が
流
行
っ
て
な
」
と
草

津
節
を
歌
わ
れ
た
。
小
節
が
効
い

造
る
た
め
に
は
、
す
で
に
多
大
の

エ
ネ
ル
ギ
ー
を
先
払
い
し
て
消
費

し
て
い
る
の
で
あ
る
。
地
球
上
に

は
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
保
存
の
法
則
が

存
在
し
、「
得
あ
れ
ば
損
あ
り
」

と
い
う
こ
と
を
忘
れ
て
は
な
ら
な

い
。
二
つ
目
に
は
、
パ
ネ
ル
の
原

材
料
に
は
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
が
使
用

さ
れ
て
お
り
、
最
近
で
は
改
善
さ

れ
た
材
料
が
開
発
中
と
言
わ
れ
て

い
る
が
、
基
本
的
に
は
最
終
分
解

せ
ず
地
球
の
ゴ
ミ
と
し
て
堆
積
し

て
い
く
。
す
で
に
約
20
年
の
寿
命

ク
ル
を
回
す
（
目
的
と
そ
れ
に
到

達
す
る
方
法
を
示
し
、
実
際
や
っ

て
み
て
、
軌
道
修
正
す
る
）」
と

い
う
こ
と
で
あ
る
。

　

執
行
部
の
案
は
、
目
的
や
方
法

に
つ
い
て
現
場
か
ら
ダ
ブ
ル
ス
タ

ン
ダ
ー
ド
や
矛
盾
点
を
指
摘
さ
れ

れ
ば
、
そ
れ
に
対
し
て
説
明
義
務

が
生
じ
、
改
善
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
異
議
を
唱
え
る
現
場
の
意

見
に
対
し
て
問
答
無
用
で
そ
の
政

策
を
推
し
進
め
れ
ば
、
そ
れ
は
民

主
主
義
で
は
な
く
独
裁
政
治
で
あ

る
。
ト
ッ
プ
は
公
開
で
声
明
し
た

内
容
を
み
だ
り
に
変
更
す
べ
き
で

は
な
い
。
加
え
て
、
執
行
部
の
一

部
が
暴
走
し
た
時
、
他
の
執
行
部

の
人
た
ち
が
ブ
レ
ー
キ
を
か
け
ら

れ
る
組
織
で
あ
る
必
要
が
あ
る
。

　

し
か
し
、
残
念
な
が
ら
上
意
下

達
と
し
て
の
一
方
向
の
伝
達
の
み

が
存
在
す
る
と
い
う
組
織
も
多

い
。
現
場
だ
か
ら
思
い
つ
く
工
夫

な
ど
が
執
行
部
に
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ

ク
さ
れ
な
い
な
ら
、
現
場
の
士
気

は
下
が
る
だ
ろ
う
。
そ
の
よ
う
な

組
織
に
長
く
在
籍
す
る
と
、
命
ぜ

ら
れ
た
目
的
や
方
法
の
良
し
あ
し

な
ど
を
考
え
な
い
で
単
に
命
令
さ

れ
た
こ
と
を
す
る
人
が
多
く
な

り
、
現
場
か
ら
良
い
ア
イ
デ
ア
は

出
て
こ
な
い
。
そ
し
て
、
考
え
て

ア
イ
デ
ア
を
出
せ
る
人
は
転
職
す

る
こ
と
が
多
い
。

　

今
般
の
「
保
険
証
廃
止
と
マ
イ

ナ
保
険
証
推
進
」
に
つ
い
て
の
現

場
と
執
行
部
の
対
応
に
つ
い
て
、

上
記
の
組
織
論
か
ら
考
え
て
み
た

い
。
中
間
管
理
組
織
と
考
え
ら
れ

る
厚
労
省
職
員
、
県
な
ど
の
責
任

者
は
い
や
い
や
で
は
あ
る
が
完
全

に
執
行
部
の
イ
エ
ス
マ
ン
で
あ

り
、
現
場
の
医
師
や
国
民
の
意
見

は
執
行
部
に
は
届
か
な
い
。

　

マ
イ
ナ
カ
ー
ド
を
作
成
し
た
ら

「
大
事
な
も
の
な
の
で
タ
ン
ス
に

し
ま
う
よ
う
に
」、
ま
た
３
年
前

の
骨
太
の
方
針
で
は
マ
イ
ナ
保
険

証
に
移
行
し
な
い
人
に
は
「
現
行

の
保
険
証
は
残
し
ま
す
」
で
あ
っ

た
。
し
か
し
、
医
院
で
の
マ
イ
ナ

保
険
証
提
示
の
強
制
や
、
保
険
証

を
廃
止
に
す
る
の
は
最
初
の
説
明

と
１
８
０
度
異
な
っ
て
い
る
。
執

行
部
の
役
目
で
あ
る
そ
う
し
た
変

更
の
理
由
に
つ
い
て
説
明
も
な
か

っ
た
。

　

そ
し
て
、
保
険
証
を
廃
止
し
て

一
部
の
人
に
資
格
確
認
書
を
新
し

く
発
行
す
る
な
ら
、
資
格
確
認
書

が
保
険
証
よ
り
優
れ
て
い
る
点
を

国
民
に
説
明
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
そ
れ
が
で
き
な
い
な
ら
保
険

証
を
廃
止
す
る
蓋
然
性
が
な
く
な

る
。
そ
し
て
、
今
回
、
矛
盾
の
多

い
マ
イ
ナ
保
険
証
制
度
に
向
か
っ

て
暴
走
し
た
河
野
大
臣
を
止
め
る

シ
ス
テ
ム
が
な
か
っ
た
こ
と
、
な

ど
か
ら
わ
が
国
の
行
政
シ
ス
テ
ム

は
理
想
の
組
織
と
は
ほ
ど
遠
い
。

て
結
構
上
手
で
あ
っ
た
。

　

「
ク
サ
ッ　

グ
ー
テ
ン　

プ
ラ

ッ
ツ　

ア
イ
ン
マ
ァ
ー
ル　

コ
メ

ン
ジ
ー　

ヘ
ッ
ホ
ウ
ペ
ー
」
と
来

た
。
皆
が
一
斉
に
「
ど
っ
こ
い
し

ょ
」
が
「
ヘ
ッ
ホ
ウ
ペ
ー
」
で
す

か
と
尋
ね
た
ら
、
先
輩
は
「
そ
う

や
」
と
返
事
が
来
た
。
エ
ー
と
思

い
な
が
ら
顔
を
見
た
ら
、
鼻
が
笑

っ
て
い
た
。

　

騙
さ
れ
た
ん
や
と
思
い
な
が

ら
、
ま
あ
え
え
か
と
受
け
止
め
て

い
た
ら
、
先
輩
は
「
お
前
等
も
歌

え
や
」
と
言
わ
れ
た
。
嘘
で
も
え

え
わ
、
罪
に
は
な
ら
ん
か
ら
と
一

緒
に
「
ク
サ
ッ　

グ
ー
テ
ン　

プ

ラ
ッ
ツ　

ア
イ
ン
マ
ァ
ー
ル　

コ

メ
ン
ジ
ー　

ヘ
ッ
ホ
ウ
ペ
ー
」
と

歌
っ
た
が
、「
ヘ
ッ
ホ
ウ
ペ
ー
」

に
な
る
と
、
空
気
の
抜
け
た
風
船

を
掴
ん
だ
よ
う
で
、
草
津
温
泉
に

行
こ
う
と
い
う
気
に
は
な
ら
な
か

っ
た
。
そ
の
後
の
歌
詞
は
忘
れ
た

し
「
チ
ョ
イ
ナ
チ
ョ
イ
ナ
」
の
ド

イ
ツ
語
訳
も
覚
え
て
い
な
い
。

　

こ
の
先
輩
、
前
後
の
脈
略
な
く

話
が
飛
び
出
し
て
く
る
こ
と
が
あ

る
。
あ
る
時
突
然
、
赤
い
ス
ポ
ー

ツ
カ
ー
を
買
う
と
言
い
出
し
た
。

皆
が
い
ぶ
か
っ
て
訪
ね
た
ら
、
学

生
時
代
、
宝
塚
の
女
優
さ
ん
と
遊

び
に
行
く
約
束
を
し
た
時
、
赤
い

ス
ポ
ー
ツ
カ
ー
に
乗
っ
た
若
者
が

来
て
、
さ
ら
わ
れ
て
し
ま
っ
た
。

悔
し
く
て
、
絶
対
赤
い
ス
ポ
ー
ツ

カ
ー
を
買
う
決
心
を
し
た
と
い

う
。
話
を
聞
い
て
い
た
一
人
が
、

そ
れ
「
ム
ス
タ
ー
フ
ァ
や
な
」
と

言
い
出
し
、
当
時
の
流
行
歌
を
説

明
し
て
く
れ
た
（
後
述
）。
そ
の

後
、
赤
い
ス
ポ
ー
ツ
カ
ー
の
話
は

出
て
こ
な
く
な
っ
た
。

　

数
年
後
、
医
局
を
辞
し
、
ご
実

家
の
病
院
の
院
長
に
な
ら
れ
、
私

ど
も
の
と
こ
ろ
へ
来
る
と
連
絡
を

い
た
だ
い
た
の
で
、
皆
で
赤
い
ス

ポ
ー
ツ
カ
ー
で
来
ら
れ
る
の
だ
ろ

う
か
と
考
え
て
い
た
が
、
何
と
運

転
手
つ
き
の
リ
ン
カ
ー
ン
で
来
ら

れ
、
赤
い
ス
ポ
ー
ツ
カ
ー
は
話
題

に
な
ら
ず
、
先
輩
の
鼻
は
笑
っ
て

も
お
ら
ず
、
ド
ク
タ
ー
ム
ス
タ
ー

フ
ァ
は
使
命
感
に
満
ち
満
ち
た
風

貌
を
た
た
え
て
お
ら
れ
た
。

メ
デ
タ
シ　

メ
デ
タ
シ

（
後
注
）
昔
ト
ル
コ
が
近
隣
の
国

か
ら
集
団
就
職
を
受
け
入
れ
て
い

た
時
代
の
話
。
ム
ス
タ
ー
フ
ァ
青

年
が
、
目
に
し
た
綺
麗
な
女
性
を

雇
い
た
い
と
思
っ
た
が
人
を
雇
え

る
身
分
で
な
い
の
で
諦
め
た
。
そ

の
後
、
一
念
発
起
し
仕
事
に
成
功

し
、
件
の
女
性
を
見
つ
け
た
が
、

年
月
を
経
て
彼
女
の
昔
の
面
影
が

全
く
な
く
失
恋
に
終
わ
っ
た
と
い

う
物
語

を
終
え
た
パ
ネ
ル
の
墓
場
（
処
理

せ
ず
放
置
）
も
出
現
し
て
い
る
。

パ
ネ
ル
を
設
置
す
る
際
に
補
助
金

な
ど
を
出
し
て
い
た
が
、
最
終
処

理
に
は
義
務
が
な
い
。
20
年
も
経

っ
た
頃
に
は
、
設
置
に
関
与
し
た

会
社
が
倒
産
（
偽
装
も
含
む
）
し

て
い
る
可
能
性
も
十
分
予
測
さ
れ

る
。

　

現
行
で
は
、
せ
い
ぜ
い
、
廃
棄

物
処
理
法
違
反
に
問
わ
れ
る
だ
け

な
の
で
、
設
置
時
に
処
理
費
用

を
、
製
造
者
や
施
行
業
者
に
事
前

担
保
さ
せ
て
お
く
こ
と
が
不
可
欠

で
あ
る
。
で
な
け
れ
ば
、
結
局
の

と
こ
ろ
、
自
治
体
が
処
理
を
さ
せ

ら
れ
、
最
終
的
に
市
民
の
税
負
担

と
な
る
恐
れ
が
強
い
。

　

根
本
的
に
は
、
便
利
に
な
り
過

ぎ
た
生
活
を
、
徐
々
に
省
エ
ネ
生

活
へ
変
え
て
い
く
努
力
が
必
要
で

は
な
い
だ
ろ
う
か
。

（
２
０
２
５
・
３
・
６
）

　

し
か
し
考
え
て
み
れ
ば
、
主
成

分
が
同
じ
だ
か
ら
薬
効
が
同
じ
と

い
う
な
ら
ば
、
な
ぜ
薬
価
が
違
う

の
で
し
ょ
う
か
。
薬
価
が
自
然
の

摂
理
の
ご
と
く
変
え
ら
れ
な
い
の

で
あ
れ
ば
、
そ
の
後
の
三
段
論
法

は
確
か
に
正
し
い
と
思
い
ま
す
。

し
か
し
薬
価
は
人
が
決
め
る
も
の

で
す
か
ら
、
そ
れ
を
変
え
れ
ば
済

む
こ
と
で
す
。
確
か
に
新
薬
の
開

発
に
は
お
金
が
か
か
り
ま
す
。
そ

の
た
め
新
薬
が
発
売
さ
れ
た
の
ち

約
10
年
間
は
特
許
で
守
ら
れ
、
他

社
の
発
売
は
禁
止
さ
れ
て
い
る
も

の
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
10
年
経

過
後
は
同
じ
も
の
は
同
じ
薬
価
に

す
べ
き
で
す
。
そ
う
す
れ
ば
ジ
ェ

ネ
リ
ッ
ク
へ
の
誘
導
な
ど
は
無
用

と
な
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。
こ
の
私
の
考
え
は
間
違
っ
て

い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

　

ど
な
た
か
お
教
え
い
た
だ
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

と
イ
メ
ー
ジ
で
き
て
な
い
の
が
、

支
払
う
消
費
税
の
ア
ッ
プ
で
す
。

　

計
算
が
や
や
こ
し
い
の
で
、
消

費
税
を
10
％
で
計
算
す
る
と
、

23
年
11
月
は
５
０
０
円
。

24
年
11
月
は
６
０
０
円
。

25
年
１
月
は
７
０
０
円
。

25
年
４
月
に
は
８
０
０
円
。

30
年
も
の
政
策
の
失
敗
で
国
民

は
物
価
高
で
息
も
絶
え
絶
え
な
の

に
、
物
価
上
昇
に
合
わ
せ
て
政
府

は
濡
れ
手
に
粟
の
最
高
税
収
！　

余
り
に
も
理
不
尽
！　

そ
の
上
、

輸
出
企
業
に
は
11
兆
７
６
４
５
億

円
も
消
費
税
還
付
！　

そ
れ
ら
の

企
業
か
ら
の
自
民
党
へ
の
政
治
献

金
は
毎
年
24
億
円
以
上
。

　

そ
う
で
す
、
自
民
党
政
権
は
ど

う
す
れ
ば
政
治
献
金
も
票
も
集
め

ら
れ
る
の
か
？
を
基
準
に
政
策
を

立
案
し
て
い
ま
す
。

　

消
費
税
廃
止
！　

一
択
で
す
。

そ
う
す
れ
ば
イ
ン
ボ
イ
ス
も
必
要

な
く
な
り
ま
す
。

　

そ
し
て
、
円
を
刷
っ
て
国
民
に

補
助
金
を
配
布
！

　

加
え
て
、
お
米
は
、
農
家
か
ら

２
万
円
で
買
い
上
げ
、
国
民
に
１

万
円
で
売
れ
ば
い
い
。
そ
の
差
額

員員 稿稿
会 投

員員 稿稿
会 投

員員 稿稿
会 投

員員 稿稿
会 投

本
末
転
倒

薬
価
は
変
え
ら
れ
な

い
も
の
で
し
ょ
う
か

組
織
と
は
ど
う
あ
る
べ
き
か

―
保
険
証
廃
止
の
政
府
の
方
針
を
例
と
し
て
―

ド
ク
タ
ー

ム
ス
タ
ー
フ
ァ

丹
波
市　
　

眞
田　

幸
昭

準
会
員　
　

Ｉ

西
宮
市　
　

伊
賀　

幹
二

灘
区　
　

岡
本　

好
司

の
１
万
円
は
税
収
増
加
分
で
賄

う
。

　

皆
さ
ん
、
選
挙
に
行
っ
て
清
き

１
票
を
入
れ
、
鉄
槌
を
下
し
ま
し

ょ
う
！

　

そ
う
で
す
、
政
権
交
代
し
か
あ

り
ま
せ
ん
！
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－保険診療のてびき・774－

第33回
日常診療
経験交流会
演題より

太子町・室井メディカルオフィス　院長 高森　信岳先生講演

日常診療における認知機能障害と
睡眠障害について

認知機能と脳内変化
　認知症周辺症状は在宅、施設での
日常診療で苦慮する。その代表疾患
であるアルツハイマー病はアミロイ
ドβタンパク質、タウタンパク質の
脳内での蓄積が関連するといわれ
る。
　記憶障害が現れる数十年前からア
ミロイドβタンパク質、タウタンパ
ク質の蓄積が始まり、約10年遅れて
脳萎縮が生じるといわれる。微小管
結合タンパク質の一つであるタウタ
ンパク質がリン酸化されて、細胞質
中で線維化・凝集する神経原線維変
化（タウ病理）の形成、神経細胞死
に至るという「アミロイドカスケー
ド仮説」が支持されている（図１）。
　これらのタンパク質の蓄積に睡眠
が関連する。睡眠が脳内におけるア
ミロイドβタンパク質の産生・排出
と関わる。レビー小体型認知症につ
いても発症前からの睡眠障害が知ら
れている。

認知症の診断
　認知症の診断は神経心理検査
HDSR、MMSEをもちいて認知機能
を評価する。一般的に20／30が検査
のカットオフ値とされる。近年、道
路交通法で高齢者の運転適性試験で
標準化されている。
　次に頭部画像診断で形態学判断を
行う。脳萎縮の部位、側頭葉内側
面、頭頂葉の変化、血管病変など総
合的に行う。認知症の診断は除外診
断が原則とされる。

レム睡眠の関係する睡眠障害
　睡眠障害の評価としてはPSG検査
で脳波・眼球運動、心電図、筋電図
呼吸曲線、いびき・動脈血酸素飽和
度、体位などが評価される。
　睡眠脳波で判別すると、ヒトの睡
眠 は ノ ン レ ム 睡 眠（non-REM 
sleep）とレム睡眠（REM sleep）と
いう質的に異なる二つの睡眠段階に
分類される。睡眠の深さ（脳波の周
波数8-10Hzのα波、より遅いθ、δ
波）によってステージ１～４（浅い
→深い）の４段階に分けられる。ス
テージ１では頭蓋頂一過性鋭波、ス
テージ２では睡眠紡錘波およびＫ複
合、ステージ３、４では高振幅徐波
が出現する。ステージ３、４の段階
は 徐 波 睡 眠（slow wave sleep, 
SWS）とよばれる（図２）。ノンレ
ム－レム睡眠周期は90～120分間
で、後半に進むにしたがいノンレム
睡眠の持続は短くなり、睡眠徐波の
出現は減少する。
　レム睡眠は、急速眼球運動と骨格
筋活動の低下を特徴とする。レム睡
眠中には夢をよく見ると言われる
（図３）。
　レム睡眠行動障害は、睡眠中に突
然、大声の寝言や奇声を発するも
の。レム睡眠中は筋肉の緊張を低下
させる神経調節が働くため、夢の中
で行動しても、実際には身体は動か

ない。レム睡眠行動障害は、この筋
肉の緊張を下げる神経調節システム
が障害されることにより、夢の中で
の行動がそのまま寝言や体動として
現れる。
　レム睡眠行動障害は、50歳以降の
男性に多く、加齢に伴い増加すると
される。パーキンソン病、レビー小
体型認知症、多系統萎縮症といった
神経疾患と関係すると考えられてい
る。レム睡眠に影響する抗うつ薬が
関係して起こる場合もある。レム睡
眠の関係する睡眠障害として、ナル
コレプシー、レム睡眠行動障害など
が知られている。
　他の睡眠障害は、睡眠時無呼吸症
候群、むずむず脚症候群、睡眠時周
期性四肢運動障害、薬剤惹起性睡眠
障害、原発性不眠症などに分類され
る。PSGで幻視、意識障害、睡眠位
相の変化などが可視化される。

臨床現場における
認知機能障害と睡眠障害
　当院における認知機能障害と睡眠
障害について報告する。対象は65歳
から97歳までの当院に入院された98
人である。 認知機能検査として
MMSE、FAB、SDSを施行した。無
呼吸指数と認知機能については相関
関係を認めた（図４）。
　アミロイドβタンパク質対応薬が
臨床現場に導入された。当院でも導
入予定である。アミロイドβタンパ
ク質対応薬は適応が限られている。
従来の加療との違い、予防効果を見
守りたい（図５）。

質疑応答を受けて
　フロアーからの質疑は、アルツハ
イマー病の発症は睡眠障害でのアミ
ロイド排泄障害が先なのか、アミロ
イド病変が睡眠障害を誘発するのか
どちらが本質なのかという鋭い質問
であった。
　2000年以降アミロイド仮説に基づ
いて多数の治験開発が行われ、アミ
ロイド抗体薬が実際に臨床現場で使
えるようになった。
　ア ミ ロ イ ドPE T、 S P E C T 
DATscan、シンチグラム含む核医学
検査は実施施設が限られること、費
用が高額であることで日常診療とし
てはかなりハードルが高い。
　今回使用した、PSG検査は在宅で
実施できる機材が開発された。自動
解析ソフトの精度があがってきたこ
と、睡眠障害の治療としてCPAP、
マウスピース、薬物療法、認知行動
療法は医師、歯科医師、看護、リハ
ビリ、介護等多職種連携のツールと
して紹介させていただいた。
　歯科の先生からも睡眠障害でのマ
ウスピースの有効性を教えていただ
いた。
（2024年10月27日、第33回日常診療
経験交流会演題より）
※ 第33回日常診療経験交流会の報告
集を発行しています。ご注文は、
☎078－393－1840まで

図１　認知機能と脳内変化

図２　脳機能指標　脳波

図３　レム（急速眼球運動）睡眠

図４　認知機能と無呼吸指数との関連

図５　まとめ

出典：志水彰、精神医学への招待 改訂２版、南山堂 2005

出典：志水彰、精神医学への招待 改訂２版、南山堂 2005
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兵庫県保険医協会

これからの研究会・行事のご案内これからの研究会・行事のご案内

その他 研究会・セミナー
薬科部　研究会
テーマ  下痢の原因と薬物療法－下痢止めの長期処

方が続いているときに考えること－

今後の研究会・行事予定

歯科の行事
初級歯科助手講座
テーマ  「歯と口腔の基礎知識・診療の流れ」「保険診療のしくみ、

受付業務」「歯科外来における院内感染対策」「患者接遇
とコミュニケーション」

日 時  6月8日（日） 午前10時～午後4時
会 場  兵庫県保険医協会5階会議室
定 員  80人
参加費  6，000円（テキスト代、修了証書、弁当･お茶代含む）

第３回歯科社保学習会＆歯科臨床談話会
①第３回歯科社保学習会
テーマ  検査、画像診断、投薬、処置、手術
講 師   歯科部会社保対策講師陣
②歯科臨床談話会
テーマ  高齢者における歯科用骨形態評価プログラムを

使用した骨粗鬆症リスクの評価
話題提供 三田市・大槻歯科医院院長 大槻 榮人先生
日 時   6月22日（日）

①午後2時～4時 ②午後4時15分～5時15分
会 場  兵庫県保険医協会5階会議室
対 象 会員の歯科医師、会員医療機関の歯科衛生士
定 員  80人

第621回診療内容向上研究会

「非神経系」医療者のための
「最新てんかん診療これだけは」
日 時  5月31日（土）　午後5時～
会 場  兵庫県保険医協会 5階会議室（オンライン併用）
講 師   財団法人広南会広南病院 病院長 中里 信和先生

※  講師来場でのご講演です。
来場定員   50人

※  現地参加は必ず事前にお申し込みください。
お申し込み後のキャンセルも、ご連絡をお願いいたします。

てんかんは赤ちゃんからお年寄りまで、何歳からでも誰でも
新規に発症しうる脳の慢性疾患です。有病率はどの年代でも
約１％。日本では100万人の病です。すべての医師や歯科医
は日常診療で、てんかんを合併する患者に遭遇します。てん
かんという病名はよく知られているものの、神経系専門医で
すら誤解と偏見をもっているのは問題です。医師自身がてん
かんになると、自分で治療して失敗しやすいのです。てんか
んの診断と治療は過去20年で革命的進歩をとげました。講
演では「てんかんなんて自分には関係ない」と思われる皆様
に、あっと驚く現在の常識をお伝えしたいと思います。
 【中里 記】

申し込み 右のURLまたは二次元コードからお申し込みください。
案内メールが送付されます。

https://x.gd/Xn6Fp 078-393-1820FAX

来場参加Zoom視聴のお申し込み

５
月
の
診
内
研

「第622回」
テーマ  診断について
日 時  6月28日（土） 午後5時～
会 場 兵庫県保険医協会5階会議室（オンライン併用）
講 師   獨協医科大学病院総合診療科診療部長 志水 太郎先生

診療内容向上研究会

新規開業医研究会
日 時   7月13日（日） 午前10時～午後4時
会 場  兵庫県保険医協会5階会議室
午 前   新規個別指導対策（指導を受けた医師からの体験報告含む）

保険診療と保険請求の要点、レセプト審査の概要
午 後 新規開業に必要な税務の知識（協会税務講師団税理士）

開業時の労務（社会保険労務士）

第14回院長のパートナーのみなさまのための懇談会
テーマ  お片付けを通した働きやすい職場づくり

－整理整頓でチームワークを向上－
日 時   6月26日（木） 午後2時30分～
会 場  兵庫県保険医協会5階会議室
講 師 幸せ収納デザイン株式会社代表取締役 

田中 明子氏
対 象  院長のパートナーのみなさま
定 員  30人

窓口負担「ゼロの会」
テーマ  お金の心配なく医療にかかれる社会に
日 時   6月8日（日） 午後2時～
会 場 兵庫県保険医協会5階会議室（オンライン併用）
基調講演  伊藤 真弁護士
来場定員  40人

医院経営研究会　第451回例会
テーマ  日常記帳基礎講座（仮）
日 時   6月28日（土） 午後2時30分～
会 場 兵庫県保険医協会5階会議室（オンライン併用）
講 師   協会税務講師団 田中 雄司税理士
参加費   3,000円（医経研会員は無料）

日 時  6月21日（土） 午後4時～
会 場   兵庫県保険医協会6階会議室（オンライン併用）
講 師 兵庫県立はりま姫路総合医療センター院長 木下 芳一先生
参加費  1,000円（会員無料）

「神戸支部」研究会
テーマ 異常気象はなぜ増えたのか（仮）
日 時  7月26日（土） 午後3時～
会 場   兵庫県保険医協会5階会議室
講 師   気象予報士 森 朗氏

「姫路・西播支部」接遇研修会
テーマ  ワンランク上の患者対応

－ケーススタディで学ぶ－
日 時  6月14日（土） 午後2時30分～
会 場  BIZ SPACE HIMEJI 中ホール
講 師   マネジメントコンサルタント 松田 幸子氏
定 員 60人　　参加費  1，000円（受講証を発行）

「北阪神支部」接遇研修会
テーマ  ワンランク上の患者対応

－ケーススタディで学ぶ－
日 時  5月31日（土） 午後3時～
会 場  宝塚市立中央公民館２階203･204学習室
講 師   マネジメントコンサルタント 松田 幸子氏
定 員 40人　　参加費  1，000円（受講証を発行）

「淡路支部」ミニ勉強会
日 時  5月13日（火） 午後8時10分～
会 場  （リモートミーティング）

「明石支部」接遇研修会
テーマ  接遇力アップと円滑なコミュニケーション（仮）
日 時  5月10日（土） 午後2時～
会 場   明石商工会議所6階
講 師 ㈱クリニックイノベーションサポート代表、奈良県

香芝市・永野整形外科クリニックヘルプデスク
永野 光氏

定 員 50人　　参加費  1，000円（受講証を発行）

県下各地の行事

無 料

予知性をもって咬合再構成を実施するために
知っておきたい理論と術式
日 時  6月1日（日）　午後2時～5時
会 場  兵庫県保険医協会 ５階会議室（オンライン併用）
講 師   東京科学大学（Science Tokyo）大学院医歯学総合研究科

生体補綴歯科学分野 講師 和田 淳一郎先生

自家歯牙移植の基礎と臨床
～インプラントと自家歯牙移植の棲み分け～
日 時  5月11日（日）　午後2時～5時
会 場  兵庫県保険医協会 ５階会議室（オンライン併用）
講 師 滋賀県・泉歯科医院 院長 泉 英之先生

歯科定例研究会

無 料

会 員

無 料

会 員

右のURLまたは二次元コードからお申し込みください。
案内メールが送付されます。

https://x.gd/sc412
https://qr.paps.jp/my8lV 078-393-1802FAX

Zoomによるオンライン申し込み 来場参加
申し込み

5/11 6/1
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兵庫県保険医協会

兵庫県保険医協会

申し込み方法が明記されていない場合、メールの件名を研究会名にし、本文に①医療機関名②お名前③電話番
号－を記載の上、研究会前日までにhyogo-hok@doc-net.or.jpへ送信してください。案内メールを返信します。

Zoom視聴可能な行事の申し込み方法（協会会員のみ）

お問い合わせは 078－393－1801
http://www.hhk.jp

☎
兵庫県保険医協会 検索

これからの研究会・行事のご案内

勤務医のための開業実現セミナー

理想を実現する新規開業
日 時  6月21日(土)　午後2時30分～5時
会 場  兵庫県保険医協会 5階会議室
参加費  会員2,000円　会員外6,000円 ※当日入会の場合は2,000円
第１部　「私の開業体験～開業医の診療と経営の実際」

西宮市 さかお内科・消化器内科 院長 坂尾 将幸先生
第２部　 「最近の開業費用の動向と資金調達」

但馬銀行 地域戦略営業部
第３部　 「開業コンセプトの策定と開業地選定のポイント」

エニータイムヘルスケアコンサルティング（株） 代表取締役 牟田 修氏

078-393-1802FAX

兵庫県保険医協会事務局 ☎078-393-1817 楠まで
お問い合わせは

お申し込み

申し込み URLまたは二次元コードからお申し込みください。

https://tinyurl.com/55cahx5h

Zoom視聴のお申し込み

078-393-1802FAX来場参加 arimoto@doc-net.or.jpE-mail

核戦争を防止する兵庫県医師の会　講演会

被爆80年 被爆体験と継承の取り組み
日 時   5月17日（土）　午後2時30分～5時
会 場 兵庫県保険医協会 ５階会議室（オンライン併用）
講 師   近藤 紘子さん（広島原爆の語り部）
「被爆80年－語り部が訴える核の脅威」

　　   中村 典子さん（兵庫県被爆二世の会 会長、日本被団協二世委員会 委員）
「日本被団協の運動から学び、原爆体験を語り継ぐ」

無 料

九条の会・兵庫県医師の会　講演会

『貧国強兵』化する日本
－安全保障のあり方を問う－
日 時   5月24日（土）　午後4時～ 
会 場 兵庫県保険医協会 会議室（オンライン併用）
講 師 明海大学 准教授 宮﨑 礼二先生

申し込み
URLまたは二次元コードからお申し込みください。

https://tinyurl.com/23wrz5xc

078-393-1820FAX来場参加

Zoom視聴のお申し込み

事務講習会

保険請求事務講習会（医科・初級）
日 時 ①4月6日（日）10時～15時　 ※締切 3/25（火）

②5月25日（日）10時～15時　※締切 5/13（火） 
③6月29日（日）10時～15時　※締切 6/17（火） 
※すべての日程昼食休憩あり

会 場  ①②③ともに兵庫県保険医協会 5階会議室（オンライン併用）
プログラム   保険診療とは／窓口業務／点数の解説／診療報酬請求

の実務／レセプト事例解説
来場定員   70人（事前申込順） 

※ 協会の会員医療機関のみのお申し込みとなります。未入会の場合
は、入会手続きの上でお申し込みください。

参加費   7,000円（テキスト・資料代含む） 
※来場参加者で昼食弁当（お茶付）を希望の方は、別途1,000円

URLまたは二次元コードからお申し込みください。

5/25

②https://x.gd/1QyZ5

6/29

③https://x.gd/N2ZES

078-393-1820FAX来場参加のお申し込み

Zoom視聴のお申し込み

第450回 医院経営研究会

もめない「相続」のために
日 時  5月24日（土）　午後2時30分～5時
会 場  兵庫県保険医協会 6階会議室（オンライン併用）
講 師   保険診療法制研究会 弁護士

野田 倫子先生、坂本 知可先生、清田 美夏先生
参加費  3,000円（医経研会員は無料）
来場定員   15人（できる限り事前のご予約をお願いいたします）

入会随時受付

申し込み https://tinyurl.com/2a3dwe69

078-393-1820FAX

Zoom視聴のお申し込み

来場参加

URLまたは二次元コードからお申し込みください。

薬科部研究会

慢性腎臓病の日常管理
－保存期から末期腎不全期まで－
日 時  5月10日(土)　午後4時～6時
会 場  兵庫県保険医協会 6階会議室（オンライン併用）
講 師 服部病院 腎臓内科部長・透析室センター長 西 愼一先生
参加費  1,000円

申し込み https://x.gd/DRxhd

078-393-1820FAX

Zoom視聴のお申し込み

来場参加

URLまたは二次元コードからお申し込みください。

無 料

会 員

文化部特別企画　落語会

日 時   6月14日（土）　
午後5時開演（午後4時30分開場）

会 場 兵庫県保険医協会 ５階会議室
出 演   桂 文太
料 金  1,000円（自由席・定員50人／着物の方は無料）

お申し込み・お問い合わせは協会文化部・吉永まで

ysng@doc-net.or.jpE-mail078-393-1809☎
078-393-1802FAXお申し込み

桂文太師匠はお若いうちより活躍されていましたが、50歳頃網膜色素変
性症と診断され、その後失明されました。現在は盲導犬のユウゴ君とと
もに古典落語を演じるのみならず、ご自身が光を無くされた経験を元に発
信をされています。今回は落語を楽しみながら、視覚障碍やバリアフリー
社会を考えてみませんか？奮ってご参加ください。
 【文化部副部長　水間美宏】

中途失明を乗り越えて、
盲導犬ユウゴと笑いを届ける


